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・
ラ
エ
ン
教
授
に
よ
る
招
待

講
演
（
英
語
通
訳
な
し
、
日

本
語
ス
ラ
イ
ド
あ
り
）、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
パ
ネ
リ
ス
ト:

心
理
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
指

定
討
論:

長
谷
川
寿
一
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
）

旴
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
☎
０
４
４
・
９
１
１
・

１
３
４
７

E
-
m
a
i
l
:
s
o
c
i
o
@
a
c
c
.

senshu-u.ac.jp

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
古
代
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お

け
る
中
心
と
周
縁
」

　
川
本
芳
昭
・
九
州
大
学
教

授
／
田
中
史
生
・
関
東
学
院

大
学
教
授
の
講
演
と
討
論

会
。

▽
日
時

11
月
７
日
（
土
）

13
時
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
３
０
２
教
室

旴
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー

大
学
院
経
済
学
研
究
科
政
策

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本

経
済
と
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
リ
サ

ー
チ
」

▽
日
時

10
月
30
日
（
金
）

14
時
30
分
▽
会
場

神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽
基

調
講
演

嶋
中
雄
二
氏
（
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
証
券
㈱
参
与
・
景
気

循
環
研
究
所
長
）
▽
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

嶋
中

雄
二
氏
／
伊
藤
さ
ゆ
り
氏

（
㈱
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

経
済
研
究
部
上
席
研
究
員
）

／
櫻
井
宏
二
郎
経
済
学
部
教

授
／
田
中
隆
之
同
教
授
）
▽

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

宮
本
光
晴
同
教
授
※
入
場

無
料

旴
大
学
院
事
務
課
（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２

７
１

E-mail:gkouza22 @acc.

senshu-u.ac.jp

大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

１
・
２

▽
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１

「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
リ
サ
ー
チ
で
経
済
を

斬
る
！
」
11
月
６
日
〜
27
日

の
毎
週
金
曜
日
全
４
回

▽
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
下
の
中
小
企
業
」
12

月
４
日
〜
18
日
の
毎
週
金
曜

日
全
３
回

▽
時
間

18
時
30
分
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１

教
室
※
入
場
無
料

旴
大
学
院
事
務
課
（
神
田
）

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６

８ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　
レ
ガ
シ
ー
シ
リ

ー
ズ
No.
８
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
体
の

レ
ガ
シ
ー
」

▽
日
時

11
月
11
日
（
水
）

15
時
▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
０
２
０
２
教
室
▽
第

１
部
・
基
調
講
演
「
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
可
能

性
｜
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通

し
て
｜
」
高
橋
明
氏
（
元
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
日
本
チ
ー

ム
総
監
督
）
／
第
２
部
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
体

を
考
え
る
｜
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

｜
」（
高
橋
明
氏
、
河
合
純

一
氏〈
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
〉
、

李
宇

法
学
部
准
教
授
）
※

入
場
無
料

旴
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
３
２

E
-
m
a
i
l
:
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p
o
r
t
s
@
i
s
c
.

senshu-u.ac.jp

　

法
学
研
究
所 

学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
「
法
律

学
と
政
治
学
の
最
前
線
（
フ

ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
）
Ⅱ
」

▽
11
月
７
日
（
土
）「
会
社

と
社
会
｜
社
会
の
な
か
の
会

社
、
会
社
か
ら
み
る
社
会
」

大
槻
文
俊
法
学
部
准
教
授
／

萬
澤
陽
子
同
講
師
▽
同
14

日
（
土
）「
市
民
と
国
民
｜

そ
の
現
代
的
意
義
を
考
え

る
」
広
渡
清
吾
同
教
授
／
深

澤
民
司
同
教
授
▽
12
月
12

日
（
土
）「
立
憲
と
政
治
｜

『
憲
法
を
作
る
』
と
い
う
こ

と
」
榎
透
同
教
授
／
菅
原
光

同
教
授

▽
時
間

14
時
▽
会
場

神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
５
教
室

※
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込

み
不
要

旴
法
学
研
究
所
☎
03
・
３
２

６
５
・
６
８
８
８
（
毎
週
月

・
火
・
水
）

E
-
m
a
i
l
:
h
o
u
k
e
n
@
i
s
c
.
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第
１
５
９
・
１
６
０
回
国
際

交
流
特
別
講
演
会
「
や
さ
し

い
英
語
に
よ
る
経
済
学
講

座
」

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ム
氏

（
経
済
学
部
海
外
客
員
教

授
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

ワ
イ
カ
ト
大
学
）
と
マ
ー
ク

・
ホ
イ
ヤ
ー
氏
（
経
営
学
部

海
外
客
員
教
授
、
米
サ
ス
ク

ェ
ハ
ナ
大
学
）
が
連
続
講

演
。
５
回
シ
リ
ー
ズ
。

▽
期
間

10
月
31
日
〜
12
月

５
日
の
毎
週
土
曜
日
（
11
月

28
日
は
除
く
）
▽
時
間

リ

ム
教
授
９
時
〜
10
時
30
分
／

ホ
イ
ヤ
ー
教
授
10
時
45
分
〜

12
時
15
分
▽
会
場

国
際
交

流
会
館
・
山
田
長
満
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル
※
入

場
無
料

旴
国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

E-mail:iaffairs@acc.

senshu-u.ac.jp
図
書
館
特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス

革
命
を
知
ろ
う
！
２
０
１
５

｜
人
権
、
社
会
保
障
、
近
代

経
営
論
そ
し
て
、
教
育
｜
」

　
本
学
が
所
蔵
す
る
フ
ラ
ン

ス
革
命
関
連
史
料
「
ミ
シ
ェ

ル
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
文

庫
」
を
中
心
に
展
示
。

▽
期
間

10
月
17
日（
土
）〜

24
日（
土
）※
18
日（
日
）除
く

▽
時
間

12
時
〜
17
時
（
最

終
日
10
時
〜
）
▽
会
場

図

書
館
本
館
研
修
室
（
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
９
号
館
３
階
）
▽

展
示
点
数

ベ
ル
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
文
庫
所
蔵
の
史
料
約
40

点
と
銅
版
画
（
複
製
）
約
30

点
※
入
場
無
料

旴
図
書
課
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
７
４

社
会
知
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
｜
岩

手
国
体
が
も
た
ら
す
レ
ガ
シ

ー
（
遺
産
）
｜

▽
日
時

10
月
24
日
（
土
）

13
時
▽
会
場

岩
手
県
北
上

市
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
▽

吉
田
清
司
法
学
部
教
授
、
渡

辺
英
次
商
学
部
准
教
授
の
講

演
の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
※
入
場
無
料

旴
専
修
大
学
北
上
高
等
学
校

事
務
局
☎
０
１
９
７
・
６
３

・
２
３
４
１

E-mail:s-forum@senshu-

u-kitakami.ed.jp

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
融
合
的

心
理
科
学
の
創
成:

心
の
連

続
性
を
探
る
」

▽
日
時

10
月
24
日
（
土
）

11
時
▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
７
３
１
教
室
▽
研
究
報

告
（
長
田
洋
和
人
間
科
学
部

教
授
ほ
か
）、
ポ
ス
タ
ー
発

表
、
オ
ス
ロ
大
学
ブ
ル
ー
ノ

公
開
講
座
情
報

　
３
年
次
生
向
け
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
９
月
下
旬
、
生

田
・
神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
り
、
再
来
年
春
の
就
職
に

向
け
て
の
動
き
が
始
ま
っ

た
。

　
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
は
、
席
に
座
れ
な
い

学
生
も
出
る
ほ
ど
大
勢
の
参

加
者
が
詰
め
掛
け
た
。
就
職

課
の
職
員
が
今
年
の
就
職
活

動
状
況
を
説
明
。
経
団
連
加

盟
の
企
業
は
選
考
開
始
が
昨

年
よ
り
４
カ
月
遅
い
８
月
に

繰
り
下
げ
ら
れ
た
が
、
就
職

情
報
調
査
会
社
に
よ
る
と
、

８
月
１
日
時
点
で
64
％
の
学

生
が
内
々
定
を
得
て
い
た
。

経
団
連
非
加
盟
企
業
で
は
２

月
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

受
け
付
け
た
り
、
面
接
を
行

っ
た
り
す
る
な
ど
、
従
来
ど

お
り
に
採
用
活
動
す
る
企
業

も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
ま
た
繰
り
下
げ
で
か
え
っ

て
就
職
活
動
が
長
期
化
し
、

企
業
に
も
不
評
だ
っ
た
と
し

て
、
経
団
連
で
再
び
採
用
開

始
時
期
を
見
直
す
動
き
も
あ

る
。
就
職
課
で
は
「
ど
の
く

ら
い
の
修
正
に
な
る
の
か
、

い
つ
発
表
さ
れ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
準
備

を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
掛
け
、
現
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
説
明
会
な
ど
が
解
禁
に

な
る
来
年
３
月
の
前
に
は
就

職
対
策
を
一
通
り
完
成
さ
せ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し

て
、
早
め
に
取
り
組
む
よ
う

重
ね
て
訴
え
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

内
定
を
得
た
ば
か
り
の
４
年

次
生
が
今
年
の
就
職
活
動
を

振
り
返
っ
た
。
自
己
分
析
の

や
り
方
や
業
界
研
究
に
つ
い

て
語
り
、「
内
定
を
早
く
得

れ
ば
い
い
わ
け
で
は
な
く
、

入
り
た
い
会
社
か
ど
う
か
で

選
ん
で
」「
就
職
課
を
と
こ

と
ん
活
用
し
よ
う
」「
知
ら

な
い
業
界
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
初
め
か
ら
絞
り
込
ま

な
い
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、
参

加
し
た
３
年
次
生
は
真
剣
な

表
情
で
職
員
ら
の
話
を
聞

き
、
配
ら
れ
た
ば
か
り
の
就

職
手
帳
の
就
活
ガ
イ
ド
や
、

就
職
課
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
熱

心
に
読
み
込
ん
で
い
た
。

▲　大勢の３年次生が詰め掛けた就職ガイダンス

＝９月28日、生田キャンパス

▶
　
就
職
手
帳
を
開
く
参
加
者

９

月
29
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

就
職
課
か
ら

　
後
期
授
業
が
始
ま
り
約
１

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
。
４
年

次
生
は
卒
業
に
向
け
て
、
学

業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に

励
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
就
職
課
に
は
連

日
、
４
年
次
生
が
相
談
に
来

て
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
継

続
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人
、

自
分
の
や
り
た
い
仕
事
を
諦

め
な
い
で
探
し
続
け
て
い
る

人
、
就
職
課
は
全
力
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
28
（
水
）、29
（
木
）

の
両
日
、
午
後
１
時
か
ら
、

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
学
内
企
業
説
明
会
in
サ
テ

ラ
イ
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
の
採
用
意
欲
は
こ
こ
数

年
右
肩
上
が
り
で
、
こ
の
２

日
間
で
40
社
以
上
が
来
学
し

会
社
説
明
を
行
い
ま
す
。
専

大
生
を
採
用
し
た
い
企
業
ば

か
り
が
集
ま
る
の
で
、
例
年

こ
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
内
定
者

が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
一
方
、
３
年
次
生
の
就
職

活
動
は
早
く
も
火ひ

蓋ぶ
た

が
切
ら

れ
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
外

部
講
師
を
招
い
た
講
座
が
始

ま
り
、
11
月
か
ら
は
企
業
の

人
事
担
当
者
や
卒
業
生
を
招

い
た
「
業
界
研
究
入
門
」
も

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
就
職
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

は
、
就
職
活
動
の
第
一
歩
！

　
授
業
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
多
く
参
加
し
て
く
だ
さ

い
！

再
来
年
春
の
就
活
始
動

　
捜
査
専
門
誌
に
載
っ
た
細

谷
芳
明
さ
ん
（
院
法
修
２
）

の
論
文
が
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。

　
論
文
は
「
強
制
採
尿
を
前

提
と
し
て
な
さ
れ
る
『
留
置

き
』
の
適
否
を
め
ぐ
る
裁
判

例
と
捜
査
実
務
（
現
場
）
へ

の
提
言
」
で
、
月
刊
誌
『
捜

査
研
究
』
臨
時
増
刊
号
（
判

例
か
ら
学
ぶ
捜
査
手
続
の
実

務 

特
別
編
①
）
と
し
て
東

京
法
令
出
版
か
ら
出
版
さ
れ

た
。

　
覚
せ
い
剤
の
使
用
の
容
疑

が
濃
厚
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
採
尿
に
応
じ
な
い
者

に
、
強
制
採
尿
を
前
提
と
し

て
な
さ
れ
る
「
留
置
き
」
に

つ
い
て
の
適
法
性
の
判
断
基

準
を
論
じ
て
い
る
。

　
細
谷
さ
ん
は
栃
木
県
警
大

田
原
警
察
署
長
、
栃
木
県
警

察
学
校
長
な
ど
を
務
め
た
元

警
察
官
。
定
年
退
職
後
、
法

律
の
知
識
を
深
め
た
い
と
本

学
に
入
学
。
二
部
法
学
部
総

代
で
卒
業
し
、
大
学
院
に
進

学
し
た
。

　
滝
沢
誠
教
授
（
刑
事
訴
訟

法
）
の
指
導
の
も
と
、
違
法

収
集
証
拠
排
除
法
則
を
テ
ー

マ
に
研
究
に
励
ん
で
い
る
。

　
警
察
官
時
代
に
、
覚
せ
い

剤
な
ど
薬
物
使
用
者
の
取
り

調
べ
を
行
っ
て
き
た
経
験
が

論
文
の
着
眼
点
と
な
っ
た
。

「
留
置
き
」
に
つ
い
て
２
０

０
９
年
、
東
京
高
裁
が
初
め

て
採
用
し
た
、
任
意
捜
査

（
説
得
）
段
階
と
令
状
請
求

準
備
か
ら
執
行
ま
で
の
段
階

と
に
二
分
し
て
判
断
す
る

「
二
分
説
（
論
）」
を
、
こ

れ
ま
で
の
判
例
の
射
程
を
踏

ま
え
つ
つ
解
説
、
捜
査
の
指

針
と
し
て
研
究
し
た
。

　
読
者
か
ら
は
実
務
上
の
難

問
の
一
つ
で
あ
る
「『
留
置

き
』
問
題
が
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
細
谷
さ

ん
は
「
二
分
説
（
論
）
は
覚

せ
い
剤
使
用
事
案
に
対
し
、

捜
査
手
続
上
明
確
な
基
準
と

な
る
。
そ
の
内
容
を
捜
査
現

場
に
向
け
て
提
言
し
た
。
本

書
を
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

◀　大学院・細谷さん

　
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
の
佐
藤

雅
幸
所
長
（
経
済
学
部
教

授
）
が
共
同
開
発
し
た
携
帯

端
末
ケ
ー
ス
「
Ｐ
ａ
ｌ
ｍ
ｏ

（
パ
ル
モ
）」

写
真

が

２
０
１
５
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ

イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
。

　
Ｐ
ａ
ｌ
ｍ
ｏ
は
米
ア
ッ
プ

ル
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
）
シ
リ
ー
ズ
に
対
応
し
、

シ
リ
コ
ン
素
材
で
数
字
の

「
８
」
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
。
こ
の
交
差
部
分
に
指

を
差
し
込
む
こ
と
で
、
端
末

が
落
下
す
る
の
を
防
止
。
ま

た
、
本
体
を
握
ら
ず
に
指
一

本
で
端
末
を
支
え
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
片
手
で
簡
単

に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
株
式
会
社

（
東
京
都
）
が
製
造
し
、
今

年
１
月
か
ら
発
売
し
て
い

る
。

　
佐
藤
所
長
は
開
発
に
あ
た

り
、
ス
マ
ホ
使
用
に
よ
る
指

や
背
中
な
ど
へ
の
ス
ト
レ
ス

試
験
を
実
施
。
Ｐ
ａ
ｌ
ｍ
ｏ

装
着
に
よ
っ
て
、
腱け

ん

鞘
し
ょ
う

炎
や

指
へ
の
影
響
な
ど
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、
疲
労
も
軽
く
な

る
と
の
結
果
を
得
た
。
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
審
査
委
員
か

ら
は
「
ス
マ
ホ
ユ
ー
ザ
ー
の

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
て
い

る
」
と
の
評
価
を
受
け
た
。

　
佐
藤
所
長
は
「
今
後
も
指

の
動
き
な
ど
を
調
査
し
、
改

良
に
努
め
て
い
く
。
こ
れ
か

ら
も
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
立
場

か
ら
健
康
や
社
会
的
な
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

ア
タ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
製
品
は
10
月
30
日
か
ら
11

月
４
日
ま
で
、
東
京
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
で
開
催
の
「
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

２
０
１
５
（
Ｇ
展
）」
で
紹

介
さ
れ
る
。

グッドデザイン賞

ス
ポ
ー
ツ
研
・
佐
藤
所
長
が
共
同
開
発
の
携
帯
ケ
ー
ス

現場の経験生かし
捜査専門誌に論文


